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３年以上：４単位１０６

　日本の政治を政治学的に考察する。往々にして、現代の日本政治を語る語り口は、評論的
でジャーナリスティックになりがちになるが、本演習では理論やモデルをふまえて、政治学
的分析の題材として日本政治の諸相をとらえることを心がける。
　実際にどのような問題を扱うかは、参加する学生諸君の関心にゆだねる。選挙、政党政治
から公共政策、防衛・外交に至るまで、広くかたよりのないトピックを数多く扱えることが
理想であるが、教官がプレゼンテーションの内容を押しつけることはしない。しかし、その
代わり、自分の関心のある領域について知識を深めようとするのであるから、教官以上に専
門的な情報を提供できるよう、熱心な取り組みが期待される。
　なお、政治学的に考えるということは政治的に考えるということと全く異なる知的営為で
ある。ひとりよがりのイデオロギーや特定の規範的価値を前面に押し出すのではなく、価値
判断をするための経験的知識や考察を積み重ねることが目的であるとの前提で、演習へ参加
してもらう。

第１回：イントロダクション

第２回－第８回：教科書輪読

第９回－第15回：３年生：卒論ブレーンストーミング

　　　　　　　　４年生：卒論　中間発表

第16回：イントロダクション

第17回－第23回：３年生：卒論中間発表

　　　　　　　　４年生：企業・産業・日本経済レポート

第24回－第30回：４年生：卒論最終発表

　『アクセス　日本政治論』（平野　浩・河野　勝編　日本経済評論社）2011年

　『制度』（河野　勝、東京大学出版会）2002年

　『アクセス』シリーズ各巻（日本経済評論社）

　学生に対する要望：人生に対して真剣であること。自分を大切にし、他人を尊重するこ

と。心身ともに健康であること。

現代日本政治の諸問題

政治学科
2012

　自分の力で、データを集め、事例を分析し、オリジナルで説得力のある議論を展開する能

力を身につけること。
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